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　「ジャパン・プラットフォ
ーム」は、宮城県災害ボラン
ティアセンター内において、

炊き出しを希望するグループと市町行政との調整を
行い、被災者に対して、栄養面も考慮したバランス
のとれた食事の提供に貢献しています。また、中間
支援組織という位置付けにより、被災地で活動して
いる団体に対して活動費の助成をし、行政側の支援
では行き届かない部分を埋め、きめ細やかな被災者
支援に繋げています。これは、ボランティア活動だ
けでなく、多面的な連携が必要となる「食糧・物資
のマッチング」「輸送・通信」「生活再建」「災害弱
者支援」等、多岐にわたる活動をカバーし、被災者
支援を迅速かつ効果的に行うことに繋げています。
　これからも、被災者の抱える課題を明確にし、人・
資金・物・情報・ネットワークを有機的に結び付け
ながら、支援団体が継続して活動できる支援を行う
予定となっています。

　人口7万2千人余りの名取市は、閖上や下増田など津波によ
り約千人の住民が死亡、行方不明という甚大な被害を受けま
した。そこで、名取市社会福祉協議会は、3月18日、名取市民
体育館内に名取市災害ボランティアセンターを開設し、1日平
均約200人、延べ約1万3千人（5月20日現在）のボランティア
が活躍しています。
　主なボランティア活動としては、開所当時は津波被害のな
い地域の家屋内の片付けや避難所にいる子どもの遊び相手、
その後、津波被害のあった地域の泥出しや写真等の拭き取り、
そして現在は仮設住宅に生活している方の支援と移行してい
ます。
　「私の家は大きな被害がなかったし、学校も休みだからボラ
ンティアに来ましたぁ」とニッコリ笑う高校生グループ等、
地元を中心とした中・高・大学生の若い力が目立った最初の1
ヵ月。現在は主婦や年配の方、企業、そして県外の方等、様々
な方がボランティアとして来ています。もちろん、行政区長

や民生委員の力も欠かせません。困っていても
なかなか手を挙げられない、奥ゆかしい東北人
気質の被災者に寄り添い、ボランティアニーズ
として出せるよう手助けしています。

　また、「いって
らっしゃい」「お
疲れ様でした」
と明るい声と笑
顔を絶やさない、
名取市災害ボラ
ンティアセンタ
ーの運営スタッフ。ボランティアの皆さんが気持ちよく活動
できるよう、感謝の気持ちで接しています。一方、津波被害
のあった地域にボランティア派遣をする際には、名取市社協
の会長や常務理事が事前に現地調査をして依頼者と対話する
等、常に被災者の心情に触れた対応と、リスク管理も心掛け
ています。
　これからも、名取市災害ボランティアセンターをよろしく
お願いします。
　名取市災害ボランティアセンターのキャッチスレーズ

　愛する名取が元気な町になりますように。

宮城県災害ボランティアセンターを運営する協働団体
　JANIC、Snow Peak、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議、
ジャパンプラットフォーム、全国大学生協連、全国社会福祉協議会（近
畿・中国・四国ブロック）、せんだい・みやぎNPOセンター、東京都
社会福祉協議会VC、日赤宮城県支部、防災科学技術研究所、ボラン
ティアインフォ、宮城県、宮城県企業人材支援協同組合、宮城県社会
福祉協議会、宮城県民生委員児童委員協議会、みやぎ災害救援ボラ
ンティアセンター、みやぎ生協、杜の伝言板ゆるる、山形県社会福祉
協議会、ルーテル教会救援ボランティア、連合宮城（アイウエオ順）

　以上の協働団体が宮城県災害ボランティアセンターを拠点とし、被
災地での活動のほか、各種調整、資機材調整・調達、電話対応、現地
における運営支援・スタッフ派遣等を行っています。このような形態
により、被災地のニーズやボランティア活動に関する課題に対して、
協働団体間、あるいは行政や現地で活動中の団体と連携して取り組み、
人的・物的資源等が有効に結びつくことによって、適材
適所によるボランティア活動と災害ボランティアセンタ
ーの運営が可能となり、被災された方の支援に繋がって
います。

協働団体の活動をご紹介します

名取市災害ボランティアセンターのご紹介
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災
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よ
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今
回
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よ
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岸
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。
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瓦
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。

　

な
お
、
発
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よ
り
、
本
会
及
び
災

害
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ン
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ア
セ
ン
タ
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に
対
し
て
多
大

な
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を
い
た
だ
い
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団
体
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皆
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は

じ
め
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全
国
各
地
の
皆
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か
い
ご
支

援・応
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に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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テ
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発
災
か
ら
３
ヶ
月
で
約
23
万
人
（
延
人
数
）
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現
在
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
が
、
沿
岸
部
の
市

区
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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セ
ン
タ
ー
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
応
援
に
入
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て
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す
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3
月
18
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
約

1
，
0
0
0
人
（
延
人
数
）
と
い
う
協
力
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　宮城県災害ボランティアセンター
　仙台市青葉区上杉1丁目2番3号（宮城県自治会館）TEL 022─266─3952

南三陸町災害
ボランティアセンター

仙台市津波災害
ボランティアセンター

石巻市災害
ボランティアセンター

気仙沼市災害
ボランティアセンター

塩釜市災害
ボランティアセンター

七ヶ浜町災害
ボランティアセンター

名取市災害
ボランティアセンター

東松島市災害
ボランティアセンター

多賀城市災害
ボランティアセンター

亘理町災害
ボランティアセンター

山元町災害
ボランティアセンター

岩沼市災害
ボランティアセンター

気仙沼市災害ボランティア
センター本吉支所

宮 城 県 内 の 市 町 村 災 害
ボランティアセンター設置状況

「福祉みやぎ」は、全ページの下部隅に「ＳＰコード」を入れています。これを専用の読み取り装置「スピーチオ」に通すと、
紙面に印刷された活字の情報を音声で聞くことができます。高齢者や視覚障害者の方の情報手段として有効です。

温
か
い
支
援
の
輪
に
感
謝

『〝一人じゃないよ″一緒に頑張ろう!!』
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